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FY２５ 決算ポイント
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■ ２０２５年度実績 【営業利益・当期純利益ともに過去最高】
売上高駅 ４５９億円 （前期比 ＋７．０％ 増収）
営業利益 ８１億円 （前期比 ＋２５．７％ 増益)
当期純利益 ５６億円 （前期比 ＋２５．４％ 増益)

■ ＲＯＩＣ １１．５％ （前期比 ＋２．４ｐｔ）

■ 【研磨材事業】
ＡＩ関連向け先端半導体やデータセンターへの投資需要の増加を背景に受注が堅調

【化学工業品事業】
電子材料や高機能樹脂など高い成長性を持つ分野が牽引し、受注が好調

【生活衣料事業】
人件費の増加やコスト高騰、円安の影響により厳しい環境が続く

■ 年間配当 中間７５円・期末１０５円、年間１８０円（分割後６０円）
※2026年４月１日付で普通株式1株につき、３株の割合で株式分割を実施。



業績推移
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変身 06-10 突破 11-13 邁進 14-16 加速 17-20 増強 21-25

（単位：百万円）
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「増強２１－２５」の振り返り
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中計目標実績
（億円）

25年度25年度24年度23年度22年度21年度

600459429361376359売上高

1008164284858営業利益

16.7％17.7％15.1％7.8％12.9％16.4％営業利益率（％）

10％以上11.3％9.8％4.9％8.2％11.5％ROE

10％以上11.5％9.1％4.0％7.6％10.6％ROIC

財務目標

2021－2025年度 累計
（億円）

目標実績

150232設備投資額

(65)（114）（内、研磨材事業）

(65)（96）（内、化学工業品事業）

100-15014M＆Aなど

150163減価償却費

成長投資

振り返り基本戦略

収益性・成長性を基準に、研磨材事業および化学工業品事業への成長投資を強化。
生活衣料事業やその他（化成品・金型）事業では、引き続き構造改革を実行して、経営資源の再配置を進めた。

事業ポートフォリオの改革

事業の柱である研磨材事業では、営業とR＆Dが一体となったソリューション営業推進で、CMP用途が拡大。
化学工業品事業では、ファインケミカル領域の拡大に向けて、能力増強投資を実行。

各重点事業の増強

生産性向上を目指したAI・ロボットの活用に着手。今後、本格的なプロセス革新を進めていく。
DXの継続・深化による、

業務プロセス革新

主要施策



FY２５ 連結決算概要
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前年同期比FY２５FY２４
（百万円）

＋7.0％＋3,01645,92942,912売上高

＋25.7％＋1,6678,1436,476営業利益

＋14＋212＋198営業外損益

＋25.2％＋1,6818,3566,675経常利益

▲693▲730▲36特別損益

＋14.9％＋9887,6266,638税金等調整前
当期純利益

▲1472,0132,161法人税等

＋25.4％＋1,1355,6124,477親会社株主に帰属する
当期純利益

＋16.0％＋1,57111,4139,841EBITDA



FY２５ セグメント別業績
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前年同期比FY25FY24（百万円）

＋3,25322,56119,307研磨材

＋63814,11313,474化学工業品

▲6436,3236,967生活衣料

▲2312,9303,162その他

＋3,01645,92942,912合計

前年同期比FY25FY24（百万円）

＋1,6556,3854,729研磨材

＋2001,4171,217化学工業品

▲148438586生活衣料

▲40▲98▲57その他

＋1,6678,1436,476合計

【売上高】

【営業利益】
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FY２５ 研磨材事業

6

増収増益

CMP用途

・生成ＡＩの普及による最先端ロジック向け半導体の

需要が増加

シリコンウエハー用途

・先端品用途の需要は堅調、一定水準の売上を確保

液晶ガラス用途

・中国の補助金政策によりパネル需要が好調に推移

ハードディスク用途

・データセンター向けの需要が継続

液晶ガラス

ハードディスク

シリコンウエハー
CMP

SiC

その他

FY25売上構成
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FY２５ 化学工業品事業
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増収増益

機能性材料・医薬中間体・農薬中間体

・半導体を含む電子材料市場が好況

・農薬中間体も緩やかな回復傾向

柳井工場、武生工場

・両工場ともに高い水準で稼働
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FY２５ 生活衣料事業
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減収減益

繊維素材

・人件費の増加やコストの高騰、円安の影響を受け、
厳しい環境が続く

・生産ラインの休止（合繊繊維・ステンレス繊維）

繊維製品（B.V.D.・アングル）

・量販店向け販売は、売場の縮小や、
消費者の買い控えの影響を受ける
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FY２５ その他
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減収減益

化成品部門

・医療機器用およびデジタルカメラ用部品の受注が堅調

金型部門

・自動車用途では業界全体で不透明な状況が継続

・事務機器用途は開発案件の端境期のため、

低調に推移

・医療分野を中心とした新規分野への展開を進める

貿易部門

・採算性を重視した取引を継続
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FY２５ 営業利益増減要因分析
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（単位：百万円）
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FY２６ 連結業績予想
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FY２６業績予想FY２５
実績

（百万円） 増減率増減額年間上期

＋14.7％＋6,77052,70026,00045,929売上高

＋13.0％＋1,0569,2004,4008,143営業利益

＋12.2％＋6876,3003,0005,612当期純利益

＋17.8％＋2,03413,4476,45111,413EBITDA

10%以上10%以上11.3％ROE

10%以上10%以上11.5％ROIC

186.8588.97165.94※1株あたりの
当期純利益（円）

783960※1株あたりの
配当金（円）

※2026年4月1日付で普通株式1株につき、
3株の割合で株式分割を実施。
過年度分も当該株式分割後ベースで記載。



FY２６ セグメント別業績予想
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■ 当社を取り巻く外部環境について（中東情勢の影響）
⇒各事業ともに、現時点で顧客需要に変化はなし。

⇒原料・燃料の調達に一部懸念はあるものの、当面の確保は可能。
調達先の多様化や、価格上昇分の販売価格への転嫁を進める。

⇒販売価格への転嫁は、時期的なズレにより、研磨材事業で約５％、
化学工業品事業で約１０％の営業利益減少を見込む。

FY２６ 業績予想のポイント
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■ 業績予想 増収増益
【２０２５年度】 【２０２６年度】
売上高 ４５９億円 売上高 ５２７億円 （前期比＋１４．７％）

営業利益 ８１億円 営業利益 ９２億円 （前期比＋１３．０％)

・AI関連投資拡大の傾向が継続、業績は堅調に推移研磨材

・半導体を含む電子材料市場の拡大が継続、機能性材料を中心に堅調な需要が見込まれる化学工業品

・国内・海外製品の提案幅を拡大に注力、EC販売の強化で利益を確保生活衣料

・医療機器用部品の需要拡大に対応、生産体制の整備
・金型は緩やかな回復傾向の中、新規開拓を推進し、受注獲得を目指す

その他

重点施策



FY２６ 重点施策と売上予測 （研磨材事業）①
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2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025E 2026E

ロジック・メモリ半導体市場動向

Logic Memory CMP + WF

158.88158.88148.52150.41132.53121.39109.71107.83109.99105.24為替レート
（米ドル1USD）※2

（億ドル） （指数）※3

※1半導体市場動向はWSTS予測 ※2各年度の期末（3月末）のTTB、2025E、2026Eは2026年3月末TTBを使用 ※3当社（CMP+WF）用途は2017年売上高(¥)を起点として指数化

重点施策

① 先端半導体を中心とした既存分野の拡大（CMP・WF・HD等）

② 新規領域への本格参入（ハードパッドの営業強化）

③ 付加価値に見合うプライシング推進

④ 需要拡大に対応する生産性向上への取り組み

⑤ 研究開発体制の強化と成長する市場に対応する生産能力増強

※1 ※1



FY２６ 重点施策と売上予測 （研磨材事業）②
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※用途別売上の見通し
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FY２６ 重点施策と売上予測 （化学工業品事業）
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機能性材料売上高指数の推移
※FY17＝100とする

重点施策

① 増設した新ラインの安定稼働、柳井・武生両工場の高稼働率の維持

② 新規製品への取り組みを強化

③ 適正な価格改定への対応

④ 高稼働を維持するための人財確保



FY２６ 重点施策と売上予測 （生活衣料事業）
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ＢＶＤ・アングル事業におけるインナーウェアのＥＣ売上高の推移
※FY17＝100とする

重点施策

① ＥＣ売上高の拡大と若年層等への認知度向上

② 付加価値に見合うプライシング推進

③ 海外向け売上高の拡大



FY２６ 重点施策と売上予測 （その他）
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医療機器用化成品の売上高指数の推移
※FY17＝100とする

重点施策

① 化成品部門の能力増強投資による売上高・営業利益の拡大

② 金型部門の新規顧客の開拓

③ 化成品・金型のシナジー効果の発揮

④ 既存事業以外における新規領域への開発推進



FY２６ キャッシュ・アロケーション

19

•研磨材事業の成長による
キャッシュ・フローの一層の拡大

株主還元

投資
キャッシュ・

フロー

２０２６年度

予想キャッシュ・フロー

株主還元

投資
キャッシュ・

フロー

中計前半3年踏まえ
検討

キャッシュ・イン

現預金取崩 5億円

当期純利益＋

減価償却費等

105億円

株主還元

24億円

設備投資

80億円

その他6億円

能力増強

20億円

研究開発

42億円

更新等

18億円

キャッシュ・アウト

•引き続き、成長投資の実施

•資本コストを基準に、投資案件の検討・
実行・管理を実施、今年度もROIC10%
以上を目標に設定。

•研磨材事業の研究開発・能力増強投資
を実施（環境投資ならびに生産性向上投
資を含む）

•その他資産等の増加は、売上拡大に
伴う運転資本の増加等を見込む。•現預金の活用

•目標配当性向を35%→40%へ引き上げ

•株主還元方針は更なる強化を検討



FY２６ セグメント別設備投資・減価償却費
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研磨材 化学工業品 生活衣料 その他

設備投資 減価償却費 （単位：百万円）

FY26EFY25FY24FY23FY22FY21
6,4552,9853,6281,5832,574638研磨材

1,0264,4322,2879891,205775化学工業品

11946511148748生活衣料

478541178553180307
その他+
調整額

8,0798,0816,1453,2394,0471,769合計

FY26EFY25FY24FY23FY22FY21
1,9961,7751,8661,7621,5211,603研磨材

1,8591,1831,1451,1971,3151,465化学工業品

13696132137149154生活衣料

255213220190139120その他

4,2473,2693,3643,2883,1253,344合計



■ ROE・ROIC
2026年３月期は、研磨材事業・化学工業品事業が堅調に推移。計画を上回る利益増で、
目標としていた１０％を上回る。引き続き１０％を超えて更なる上昇に向けて、
もう一段の利益増とバランスシートコントロール強化を進めていく。

■ PBR
2026年３月期は業績好調、株主還元強化、新中計策定・公表等の情報開示充実等で改善。
更なる向上に努めていく。

2026/3月期2025/3月期2024/3月期2023/3月期2022/3月期単位項目

459429361376359億円売上高

8164284858億円営業利益

5644213344億円親会社株主に帰属する当期純利益

11.39.84.98.211.5％ROE

11.59.14.07.610.6％ROIC

10,9404,9254,4653,3053,460円期末株価 ※分割前

516474439429404億円期末純資産額

2.381.181.150.880.98倍PBR
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた取り組みについて

22

PBR向上

PER向上

ROE改善

中長期的な企業価値向上に向けた成長投資を推進

研磨材・化学工業品における能力増強・研究開発投資の実行と投資効果の実現

社員の処遇水準引き上げや人財への投資強化も推進

1

株主還元の強化・経営として株価への意識向上

目標配当性向を35%→40%へ引き上げ（26年度より実施）

高い財務健全性を維持しつつ、適正なバランス・シートマネジメントを遂行

業績や株価（TSR）に連動した報酬制度導入の検討に着手

情報開示の充実と投資家層の拡大

株主資本コストの低減や成長に対する期待感向上に向けて、情報開示を充実
（IR活動の多様化と情報開示推進、特に中長期の投資判断に有用な情報の充実、電子化の促進等）

株式分割の実施（26年4月に3分割）

2

ROIC経営の実践
事業ポートフォリオ改革として、重点事業への経営資源の最適配分促進

各事業において、債権回収期間・在庫水準の適正化推進、資本コストに基づく投資判断を継続

保有資産について、継続的に保有方針を点検

4

3



株主還元
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配当総額 DOE（%）：配当総額／株主資本

（単位：百万円）

786043363636353333333023201616131066年間配当
(円)※

※ 2026年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を実施
過年度分も当該株式分割後ベースで記載



本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、

当社への投資勧誘を目的としておりません。

本資料を作成するに当たっては、正確性を期すために慎重に

行っておりますが、完全性を保証するものではありません。

本資料中の情報によって生じた障害や損害については、

当社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で

入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため事業環境の変化等の様々な要因により、

実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは

大きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。
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（Appendix）四半期業績推移
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（単位：百万円）
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（Appendix）連結貸借対照表

2772.0％71.3％70.3％自己資本比率（％）

（単位：百万円）
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（Appendix）キャッシュフロー・運転資本
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（単位：億円）
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（Appendix）研磨材事業の研究開発費・売上高比率

29

（単位：百万円）
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（Appendix）主な経営指標・株価指標
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選ばれるグローバルニッチNo.1企業へ更なる『進化』を遂げて、2035年へ向けた飛躍的な成長を目指す。

31
2010
(実績)

2013
(実績)

2016
(実績)

2020
(実績)

2025
(実績)

2028
(目標)

2030
(目標)

2035
(目標) 31

29億円
（売上393億円）

68億円
（売上408億円） 52億円

（売上369億円）

81億円
（売上459億円）

110億円
（売上590億円）

「突破」
11-13

「邁進」
14-16

「加速」
17-20

「変身」
06-10

「増強」
21-25

「進化」
26-30 200億円

（売上1,000億円）

前半3か年 後半2か年

飛躍

130億円
（売上650億円）

営 業 利 益

飛躍的成長に向けた
事業・機能基盤の『進化』

『進化』した基盤による
飛躍的成長の始動

『増強』施策の
効果発現による

営業利益100億円の早期達成

（Appendix） 「進化２６－３０」の方向性

３７億円
（売上359億円）



「進化26-30」では、環境変化への対応としての事業基盤の『進化』と新しいステージに向けた機能基盤の『進化』に

取り組み、その基盤を軸とした飛躍的な成長を始動する。

（Appendix） 「進化２６－３０」の全体像

322030
年度

459
億円

2025 2026

『進化』

新しいステージに向けた機能基盤の『進化』

環境変化への対応としての事業基盤の『進化』内部

飛
躍
的
な
成
長
に
向
け
た
基
盤
作
り

増
大
す
る
不
確
実
性

2028

①事業ポートフォリオの進化

②イノベーションの推進 ―新規事業開拓や既存事業の領域拡大 / 
研究開発・知財戦略の推進―

1
2

①人的資源を活かす人事制度・人事基盤の構築

②製造・業務プロセスのDXを推進

③経営基盤・財務戦略の強化

1
2
3

100
億円

130
億円

650
億円

増強施策の効果の発現（営業利益100億円の早期達成）

110
億円

81
億円

外部売上高

営業利益



33

事業ポートフォリオの
進化

•成長性・収益性の高い領域（研磨材、化学工業品）への投資拡大
•ROIC等に基づく構造改革の推進と経営資源の最適配置

イノベーションの推進
－新規事業・新領域拡大

研究開発・知財戦略推進－

•事業のタネを多数生み出す事業創出スタイルに転換、将来の柱作り強化
•研磨材事業を中心に、各事業における新たな領域拡大や研究開発・
知財戦略の推進、ならびにグローバル視点での顧客基盤を拡大

人的資源を活かす
人事制度・人事基盤

•業績に相応しい賃金水準引き上げと将来の成長実現に向けた
人財の育成・採用と更なる処遇水準の向上

•役割・成果・貢献度に応じた評価・処遇の実現

製造・業務プロセスのDX
•生産性向上を実現するためのAIを含めたITツールの活用、
自動化・ロボット化、業務改革等の推進

経営基盤・財務戦略
•取締役会・経営会議の機能強化、役員の報酬や登用・育成の仕組み整備
•成長投資と株主還元を両立するキャッシュ・フロー運営
•ROE・ROIC向上を目指したバランスシート運営強化

全体戦略 主な施策方針

進

化

事業基盤

機能基盤

1

2

2

3

1

（Appendix） 「進化２６－３０」 全体戦略と施策方針



イノベーションの推進、成長性・収益性の向上、公正で誠実な経営を通じて、

豊かで持続可能な未来の創造に貢献し続ける会社を目指す。

（Appendix）サステナビリティへの取り組み

34

環境課題

地球温暖化への対応、ならびに日本国における化石燃料への依存引き下げの観点から、
以下のGHG削減目標を設定する

社会課題

ガバナンス強化

人的資本への投資強化、処遇水準の引き上げへの取り組みを更に強化
→人事・評価制度、人財育成制度の見直し

多様性の推進
→女性管理職比率等、新たな目標を設定

役員報酬制度の見直し
→業績や株価（TSR）に連動した報酬制度導入の検討に着手

機関設計の在り方を検討
→取締役会・経営会議の機能強化、そのための機関設計の在り方の検討に着手

対処すべき課題

2050年 実質ゼロ2030年 30％削減 （2022年度対比）



（Appendix）富士紡のROIC経営（逆ツリー）
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ROIC

固定資産回転率

ポートフォリオ改革

ソリューション型受託モデル

現預金回転率

売上債権回転率

棚卸資産回転率

成長率

原価率

人件費率

研究開発費率

運転資本回転率

売上総粗利率

売上高販管費率

市場性・競争力に見合ったポート
フォリオ改革により収益性向上

ソリューション型受託モデルを強化

シェア拡大と適正な価格設定を実現

原材料費の圧縮と生産性向上

最適人員配置の推進と業務プロセスの効率化

事業ポートフォリオ戦略に沿った
研究開発投資の推進

キャッシュアロケーション戦略に基づく
最適資金管理

債権回収期間の短縮

需要を考慮した適切な在庫水準の維持

成長投資の推進と設備回転率向上

施策 ＫＰＩ

税引後売上高

営業利益率

投下資本

回転率


